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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

南小史上最幸の 

「やさしい３学期」をつくる 
 保護者の皆様、新年おめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願いいたします。 

 さて、昨日の始業式で、南小史上最幸の「やさしい３学期」をつくりましょう、と子どもたちに話しま

した。昨年２学期には、心ない言動で友達の心を傷つける事案が時折り発生しました。そこで、３学期は、 

「あいさつ」  「ありがとう」  「あったか言葉」 
の３つの「あ」について努力しながら学校生活を送るという目標を 

全校で確認しました。３学期には、６年生を送る会や卒業式など、 

感謝の思いを伝え合う機会があります。心温まる素敵な１年のフィ 

ナーレとなるよう、「やさしい３学期」を子ども達と一緒につくって 

いきたいと思います。  

プレゼント仮説 
 始業式で、昨年度子ども達に話したプレゼント仮説について、 

再度話をしました。 

人間はなぜ二本足で歩くようになったのか？     【始業式のようす】 

下に示した三つの説がありますが、物を運ぶためという「運搬説」や道具を作ったり使うようになった

りしたからという「道具説」が有力です。そして、オスがメスに気に入ってもらおうとして、食べ物を持

って届けたという「プレゼント仮説」が考えられています。「子育て仮説」とも言います。子どもを育てて

いる女性のところに男性が果物や肉を運んだのかもしれないし、好意をもった相手に気に入ってもらおう

と贈り物を届けたのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

私たちの手は、人を幸せにするために使うようにできている 

 校長先生はプレゼント仮説が好きです。誰かのために何かをする。この気持ちが人間を 

進化させたのかもしれないからです。この気持ちとは「誰かの幸せ」を思う気持ちです。 

私たちの手は、人を幸せにするために使うようにできています。 

    ☝相手を温かく抱きしめ慰める手   ☝ハイタッチして喜びを分かち合う手 

☝友好の握手を交わす手       ☝困っている人に差し伸べる手 など 

あなたの手を、仲間を思いやり、助け合うために使ってください。あなたの手は「仲間と自分」の幸せ

をつくるためにあります。決して誰かを殴ったり叩いたりして傷つけるために使ってはいけません。ハピ

ネスクリエーターとして仲間と自分のために手を使い、「やさしい3学期」をつくっていきましょう！ 

大丈夫、一緒にやろう 

すごいね、いいね！! 


